












要    約:周産期疾患のコード化にあたって、1990 年 WHO で作成した ICD10 を採用した。

平成 7年度は、ICD10 コードによる新生児領域での病名登録を全国的に広めるにあたって、

その導入を容易にし、正しく理解てきるように、コンピュタてのデータベース作成に利用

てきる、ICD10 コードの利用手引きの作成をおこなった。平成 8年度は、1) ICD10 データ

ベース普及のむけての基礎的検討として、わが国の主要新生児施設の患者情報管理を目的

としたパソコンデータベースの利用状況をを調査した。2) ICD10 コードと、従来新生児

主要施設で使われていた ICD9 準拠の BPA コードを用いて東京都立母子保健サービスセン

ターに登録されている病的新生児 36,066 名について検討した。3 )大阪府立総合母子医療

センター NICU に入院した 4,346 名について、15 年間の登録疾患名について検討した。4)

周産期医療情報のデータ伝達のメデアとして、母子健康手帳の機能を有する光カードの開

発。5 ) Window95 上でのパソコン利用の可能性の検討。

  広く新生児医療に病名コード登録を広めるには、簡単な疾患名の検索と入力方法の検討

が必要である。日本語の新生児疾患の定義、新しい病気の分類方法、施設による疾患頗度

の問題など登録を普及するにあたって検討する事柄てある。疾病コードを用いた新生児の

疾病の解析により、在胎期間により疾病の特性が現れること、年次的疾病の変遷、疾病か

らみた社会背景の変化、医原性疾患の問題などしんせいじ医療を取りまく多くの事柄が予

測できた。なかでも母体への治療や母体疾病の変化、妊娠・分娩合併症が胎児・新生児に

与える影響が大きいことからも、胎盤や母体コードとの関連を含めて母児関連データのコ

ード体系の必要性が痛感される。


